
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

串間市立市木小学校 
PTA新聞 

平成25年度 第１回発行 
制作：広報保健体育委員会 

4月12日に平成25年度の入学式
がありました。上級生に迎えられ、
また、多数のご来賓の方々においで
いただき、緊張した様子でした。 
ＰＴＡも６戸増えました。 
全学年で２４名の少人数の学校

ですが子どもたち一人一人が活躍
する学校です。これからどんな姿を
見せてくれるのか楽しみですね。 

本年度のＰＴＡ会長を務めさせていただくことになりました工藤です。学校と家庭をつなぐ架け
橋として、どこまで出来るかという不安はございますが、精一杯努める所存ですので、よろしくお
願いいたします。 

児童にとって小学校生活６年間は、多くの経験を積んで急成長する大事な期間だと考えています。
保護者として先生方、地域のみなさまと協力し「自立した大人」に近づいていく過程を応援し見守
りたいと思います。 

私自身至らないことも多々あると存じますが、ご助言ご協力お願い申し上げます。 
ＰＴＡ会長 工藤 真吾 

おかげさまで本校では大きな事故もなく一学期が終わり、子どもたち待望の夏休みが目前となりま
した。保護者の皆様には、この一学期、様々な場面で大変お世話になり、心より感謝申し上げます。 

さて、本年度は『人は、喜びや感動を経験するとき、真に自発的に行動し成長していくものと信じ
る。』という教育理念のもと【知：知る喜び】【徳：思いやる喜び】【体：伸びる喜び】【連：繋がる喜
び】の４つの喜びとして重点目標を掲げ、全職員が一丸となって教育活動を展開して参りました。 

目を静かに閉じて一学期を振り返っていると、２階の音楽室からピアノに合わせて楽しそうに『海
は広いな～大きいな～』と童謡『海』を歌っている１年生の歌声が聞こえてきました。微笑ましく優
しい気持ちになるのと同時にドロシー・ロー・ノルト著『子どもが育つ魔法の言葉』を思い出しまし
た。 
 

大きな愛で支える 

ご挨拶 

4月24日に串間市教育委員
会と日南保健福祉事務所の
方々が来校され、フッ化物洗
口について説明がありまし
た。フッ化物洗口を行うこと
によってむし歯の予防が期
待されます。串間市では６月
から全小中学校で週１回行
う計画です。 

市木小では６月２０日に
１回目が実施されました。子
どもたちはとてもまじめに
取り組んでいました。 
 

皆様のご協力のもとＰＴＡ新聞第１号を発行することができました。保護者や地域
の方々に市木小の児童の様子やＰＴＡの活動をご覧頂き、より身近に感じられる学校
でありたいと思います。微力ではございますが情報源の１つとしてお役に立てればと
思っております。今後ともよろしくお付き合いください。 

広報・保健体育委員 若松 西岡 富田 神村 戸高 

給食を食べてハミガキをした後に、紙コップに
１回分の液を配り、口をゆすいだ後、紙コップに
はき出します。液がこぼれないようにティッシュ
を紙コップに入れます。ゴミは先生が見ている前
で回収します。 

洗口後３０分間は水が飲めません。昼休みに思
いきり遊びまわっても水分補給できるよう先生方
が考えてくださった結果、業間（２時間目と３時
間目の間の休み時間）に実施されることになりま
した。 

一生使う大切な歯です。むし歯ゼロを目指して
頑張りましょう！ 

『 （前略） 励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる。誉めてあげれば、子どもは、明るい子に
育つ。愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ。認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる。見つ
めてあげれば、子どもは、頑張り屋になる。 （後略） 』 

子どもは、学校、保護者、地域の方々の大きな愛に支えられたとき、真に喜びや感動を経験し、自発的に行動し
成長して行くのではないでしょうか・・・ 『・・・ゆれて どこまで つづくやら～・・・行ってみたいな よ
そのくに～』 

校長 植木 秀芳 

今回の懇談会はテーマを「子育てについ
て」として保護者の皆さんで日頃の悩みや
工夫していること、または、子の自立と親
の介入について意見交換しました。初めて
ということもあり、深い話ができたかは疑
問もありますが、校長先生の親としての考
えをお聞きできて、私個人としては大変参
考になりました。２・３学期と懇談会を続
けてまいりますが、こうして同じ時期に同
年代の子どもたちを育てている仲間とし
て、更にざっくばらんに深く話ができたら
と思いますので、ご参加ご協力の程よろし
くお願いします。 

学級委員長 寺尾 千穂 

７月３日の夜７時半より市木中にて小中合同で「熱中
症の予防とその対応」についてのお話がありました。大
塚製薬宮崎営業所から松山俊一さんにお越しいただき
お話をしていただきました。梅雨も明け夏本番を迎える
にあたり熱中症をいかに予防するか、そして熱中症にな
った時の対処法などを教えていただきました。 

 

熱中症にならない為には、水分
をこまめにとれば良いと考えがち
ですが、それだけではなく塩分も
必要でひとつまみの塩を入れて水
や麦茶などを飲むと良いそうで
す。梅干しなどを食べるのも効果
的ということでした。 
大塚製薬のポカリスエットはバ

ランスよく入っているとのこと
で、状況に応じてうまく利用して
いきたいですね。 

 


